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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブ画素をマトリックス状に配置した有効画素領域で所望の画像を表示する表示部と、
　前記有効画素領域の所定のサブ画素に設けられた、前記表示部に入射する外光の光量を
検出する外光センサと、
　前記外光センサの光量検出結果に基づいて、前記表示部による表示画面の輝度を制御す
る輝度調整部と、
　前記所定のサブ画素と共にカラー画像の１画素を構成する他のサブ画素の開口を部分的
に遮光する遮光部を有し、前記外光センサを前記所定のサブ画素に配置したことによる局
所的な色相の変化を補正する色相補正機構と、
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記表示部の背面に配置されたバックライト部を備え、
　前記輝度調整部は、前記外光センサの光量検出結果に基づいて前記バックライト部の発
光輝度を調整することにより、前記表示部による表示画面の輝度を制御する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記遮光部は、前記所定のサブ画素および前記他のサブ画素の開口の面積が等しくなる
ように設定されている
　請求項１または請求項２に記載の表示装置。
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【請求項４】
　前記所定のサブ画素が、
　前記有効画素領域の最外周の緑色のサブ画素である
　請求項１～３の何れか一項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記有効画素領域の最外周の少なくとも一辺に沿って複数の前記所定のサブ画素が設け
られている
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記他のサブ画素には前記外光センサから前記有効画素領域の外側に設けられた回路に
延びる配線が配置され、当該他のサブ画素に設けられた遮光部は、前記所定のサブ画素の
前記外光センサを配置することにより減少した開口面積からさらに前記配線により減少す
る開口の面積を減算した面積に形成されている
　請求項４または５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記有効画素領域の最外周の緑色のサブ画素であって、前記外光センサを配置していな
い緑色のサブ画素と、前記外光センサを配置していない緑色のサブ画素に対応する他のサ
ブ画素とに、開口を部分的に遮光する遮光部が形成された
　請求項４～６の何れか一項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及び表示装置の輝度調整方法に関し、例えば液晶表示装置に適用す
ることができる。本発明は、外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を色
相補正機構で補正することにより、有効画素領域内に外光光量検出用の外光センサを設け
る場合にあっても、画質の劣化を有効に回避することができるようにする。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液晶表示装置等の各種表示装置では、外光の光量に応じて輝度調整するものが提
供されている。特に、携帯型の液晶表示装置である電子スチルカメラ、携帯電話等では、
例えば特開平１１－２９５６９２号公報に開示されているように、バックライトの輝度調
整により表示画面を輝度調整し、視認性を確保すると共に、電力消費を低減している。
【０００３】
　従来、この種の液晶表示装置では、外光を受光する受光素子である外光センサにより、
外光の光量を検出しており、例えば特開２００７－３２２８３０号公報には、この外光セ
ンサを液晶表示パネルに設ける構成が開示されている。
【０００４】
　ここで図２０は、この種の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルを示す平面図であ
る。液晶表示パネル１は、サブ画素をマトリックス状に配置して有効画素領域２が形成さ
れ、この有効画素領域２で各種の画像を表示する。また液晶表示パネル１は、この有効画
素領域２を囲むように、一定幅による遮光領域３が形成され、この遮光領域３により有効
画素領域２を囲む黒色の縁取りが形成される。液晶表示パネル１は、この遮光領域３及び
この遮光領域３の外周領域４に、有効画素領域２のサブ画素を駆動する各種の駆動回路が
設けられる。また液晶表示パネル１は、例えば所定の一辺に沿った一定の部位が外部引き
出し端子の領域ＡＲに割り当てられ、この領域ＡＲに設けられた外部引き出し端子から電
源等が供給される。
【０００５】
　図２１（Ａ）及び（Ｂ）は、図２０において符号Ａにより示す有効画素領域２の周辺部
分を拡大して示す平面図、及びこの平面図をＢ－Ｂ線で切って示す断面図である。液晶表
示パネル１は、ＴＦＴ基板５及びＣＦ基板６により液晶７を挟持する。ここでＴＦＴ基板
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５は、赤色、緑色及び青色のサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢをそれぞれ構成するＴＦＴ
（Thin Film Transistor）によるトランジスタ８、保持容量Ｃｓ、画素電極及び配向膜等
が、外光センサ９、信号線ＳＩＧ、走査線ＳＣＮ等と共に透明絶縁基板であるガラス基板
１０に設けられる。またＣＦ基板６は、同様の透明絶縁基板であるガラス基板１１に、対
向電極、配向膜、赤色、緑色、青色のカラーフィルタＣＦＲ、ＣＦＧ、ＣＦＢ等が設けら
れ、遮光領域３を形成する遮光膜１２が設けられる。
【０００６】
　従来の液晶表示パネル１は、遮光領域３の有効画素領域２に近接した部位に、外光セン
サ９が設けられる。また液晶表示パネル１は、遮光領域３に、この外光センサ９に近接し
て外光センサ９の出力信号を処理するセンサ用回路１４が設けられる。ここで外光センサ
９には、例えばフォトトランジスタ、フォトダイオード等の各種フォトディテクタが適用
される。外光センサ９は、ガラス基板１０側に、バックライトからの光を遮光する遮光膜
１５が設けられ、またＣＦ基板６の遮光膜１２に、外光センサ９に外光を入射する開口１
２Ａが作成される。
【０００７】
　センサ用回路１４は、例えば有効画素領域２の動作に同期した一定の時間間隔、一定の
積分時間で、外光センサ９の出力信号を積分する積分回路が適用される。従来の液晶表示
パネル１は、センサ用回路１４の出力信号を外部回路に入力し、この外部回路で外光の光
量が増大するに従ってバックライトの光量が増大するようにバックライトを制御する。
【０００８】
　また図２１との対比により図２２に示すように、この種の液晶表示パネル２１は、補正
用センサ９Ａをさらに設け、この補正用センサ９Ａの出力信号で外光センサ９の受光結果
を補正するものも提案されている。ここで補正用センサ９Ａは、バックライトからの光、
外光を受光しないように構成される点を除いて、外光センサ９と同一に構成される。具体
的に、補正用センサ９Ａは、外光センサ９と特性がほぼ同一の受光素子が適用され、より
具体的には、外光センサ９と同一の構成、同一形状、同一の大きさの受光素子が外光セン
サ９に近接して配置される。なお補正用センサ９Ａは、バックライトからの光に加えて、
外光を受光しないように構成されることから、外光センサ９と同様のバックライトからの
光を遮光する遮光膜１５Ａが設けられると共に、開口１２Ａからの光を受光しないように
全体を遮光部材１５Ｂで覆って作成される。
【０００９】
　この液晶表示パネル２１は、センサ用回路１４に代えてセンサ用回路２４が設けられる
。ここでセンサ用回路２４は、外光センサ９の出力信号から補正用センサ９Ａの出力信号
を減算し、これにより外光センサ９の暗電流による受光結果の変動を防止する。なおこの
出力信号の減算処理は、外光センサ９の出力信号を積分処理する前に実行してもよく、補
正用センサ９Ａの出力信号を積分し、外光センサ９の出力信号を積分処理した後に実行し
てもよい。
【００１０】
　図２０及び図２１との対比により図２３に示すように、従来の表示装置３１は、矩形形
状の開口３２Ａがケース３２に形成され、このケース３２の内側、開口３２Ａが作成され
た部位に液晶表示パネル１、２１が配置される。表示装置３１は、開口３２Ａを介して有
効画素領域２を見て取ることができるように、さらには開口３２Ａを介して外光センサ９
に外光が入射するように、また遮光領域３の外周側領域４及び外部引き出し端子の領域Ａ
Ｒをケース３２で覆い隠すように、この開口３２Ａの大きさが設定され、また液晶表示パ
ネル１、２１の取り付け位置を規定するガイド等が設けられる。
【００１１】
　従って表示装置３１では、この開口３２Ａの中に、遮光領域３の一部により一定幅Ｄで
黒く縁取りされて有効画素領域２が配置される。
【特許文献１】特開平１１－２９５６９２号公報
【特許文献２】特開２００７－３２２８３０号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　ところで表示装置３１では、小型化することが求められることから、開口３２Ａを介し
て見て取られる有効画素領域２の黒い縁取りの幅Ｄにあっても、小さくすることが求めら
れる（図２３）。またこの黒い縁取りが幅広の場合には、表示画面の見た目が損なわれる
ことから、これによってもこの黒い縁取りの幅Ｄを小さくすることが求められる。このた
めには開口３２Ａの大きさを極力小さくすることが求められる。
【００１３】
　しかしながら表示装置３１は、ケース３２に対して液晶表示パネル１、２１の取り付け
誤差の発生を避け得ず、開口３２Ａの大きさを小さくすると、外光センサ９への外光の入
射がケース３２によって損なわれる恐れがある。具体的に、液晶表示パネル１、２１の取
り付け誤差が大きくなると、開口１２Ａの全部又は一部がケース３２で覆われてしまう場
合が発生し、外光センサ９への外光の入射が損なわれる。その結果、液晶表示装置３１は
、正確に輝度調整することが困難になる。
【００１４】
　この問題を解決する１つの方法として、有効画素領域に外光センサを設ける方法が考え
られる。この方法によれば、外光センサへの入射光をケースによって遮らないようにする
ことができ、従来に比して簡易かつ精度良く輝度調整することができる。
【００１５】
　しかしながら図２１との対比により図２４に示すように、有効画素領域内に外光光量検
出用の外光センサ９を設ける場合には、外光センサ９を配置したサブ画素ＰＸＧにおいて
、開口の面積が他のサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＢに比して低下し、その結果、当該サブ画素Ｐ
ＸＧの輝度値が局所的に低下することになる。その結果、当該サブ画素ＰＸＧにより構成
されるカラー画像の１画素で緑色画素の開口率が低下し、色相変化する。その結果、この
液晶表示パネル３２では、外光センサ９の配置により画質が劣化する問題がある。
【００１６】
　具体的に、例えばカラー画像の１画素を構成する赤色、緑色、青色のサブ画素ＰＸＲ、
ＰＸＧ、ＰＸＢのうち、緑色のサブ画素ＰＸＧに外光センサ９を配置した場合、これら赤
色、緑色、青色のサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢのうちで、緑色のサブ画素ＰＸＧで輝
度値が低下することになる。その結果、白色を表示した場合に、緑色の画素値が不足し、
当該画素が紫色を帯びて表示されることになる。
【００１７】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、有効画素領域内に外光光量検出用の外光
センサを設ける場合にあっても、画質の劣化を有効に回避することができる表示装置及び
表示装置の輝度調整方法を提案しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記の課題を解決するため請求項１の発明は、表示装置に適用して、サブ画素をマトリ
ックス状に配置した有効画素領域で所望の画像を表示し、外光を受光して、前記画像の輝
度調整用の外光光量検出結果を出力する外光センサが、前記有効画素領域の所定のサブ画
素に設けられ、前記外光センサを前記所定のサブ画素に配置したことによる局所的な色相
の変化を補正する色相補正機構を有する。
【００１９】
　また請求項１０の発明は、サブ画素をマトリックス状に配置した有効画素領域で所望の
画像を表示する表示装置の輝度調整方法に適用して、前記有効画素領域の所定のサブ画素
に設けられた外光センサにより外光を受光し、前記画像の輝度調整用の外光光量検出結果
を出力する外光受光ステップと、前記外光光量検出結果に基づいて、前記画像の輝度を調
整する輝度調整ステップと、色相補正機構により、前記外光センサを前記所定のサブ画素
に配置したことによる局所的な色相の変化を補正する色相補正ステップとを有するように
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する。
【００２０】
　また請求項１１の発明は、表示装置に適用して、サブ画素をマトリックス状に配置した
有効画素領域で所望の画像を表示し、外光を受光して外光光量検出結果を出力する外光セ
ンサが、前記有効画素領域の所定のサブ画素に設けられ、前記外光センサを前記所定のサ
ブ画素に配置したことによる局所的な色相の変化を補正する色相補正機構を有する。
【００２１】
　請求項１又は請求項１０の構成により、有効画素領域に設けられた外光センサによれば
、有効画素領域外に外光センサを設ける場合のような、ケース等によって発生する外光セ
ンサへの外光の入射を損なう状況を有効に回避して、輝度調整用の外光光量検出結果を出
力することができる。従って請求項１又は請求項１０の構成によれば、取り付け作業を簡
略して従来に比して簡易に作成することができ、また精度良く輝度調整することができる
。また請求項１又は請求項１０の構成による色相補正機構によれば、外光センサを配置し
たサブ画素の開口面積の低下による局所的な色相の変化を防止することができる。これら
により請求項１又は請求項１０の構成によれば、有効画素領域内に外光光量検出用の外光
センサを設ける場合にあっても、画質の劣化を有効に回避することができる。
【００２２】
　また請求項１１の構成によれば、外光センサを有効画素領域に配置してタッチセンサ付
きの表示装置を構成する場合等に適用して、外光センサを配置したサブ画素における開口
の面積の低下による局所的な色相の変化を防止することができ、その結果、画質の劣化を
防止することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、有効画素領域内に外光光量検出用の外光センサを設ける場合にあって
も、画質の劣化を有効に回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施例を詳述する。
【実施例１】
【００２５】
　（１）実施例１の構成
（１－１）全体構成（図２～図６）
　図２（Ａ）及び（Ｂ）は、本発明の実施例１の表示装置である携帯電話を示す平面図で
ある。図２（Ａ）は、携帯電話を開いた状態を示す図であり、図２（Ｂ）は、携帯電話４
１を折り畳んだ状態を示す図である。この携帯電話４１は、上側筐体部４２、下側筐体部
４３、下側筐体部４３に対して上側筐体部４２を折り畳み可能に連結する連結部４４によ
り構成される。携帯電話４１は、折り畳んだ状態で各種の情報をユーザーに通知可能に上
側筐体部４２の外側に副の表示部４５が設けられる。また携帯電話４１は、開いた状態で
各種の情報を通知可能に、上側筐体部４２の内側に主の表示部４６が設けられる。携帯電
話４１は、この主及び副の表示部４６及び４５に本発明の構成が適用される。
【００２６】
　なお本発明は、携帯電話以外に、種々の画像、情報を表示する表示部を有する各種電子
機器に広く適用することができる。図３～図６は、本発明の構成を適用した電気機器の他
の例を示す図である。ここで図３は、テレビジョン受像機を示す斜視図であり、このテレ
ビジョン受像機５１は、正面に表示部５２が設けられる。テレビジョン受像機５１は、こ
の表示部５２に本発明の構成が適用される。
【００２７】
　また図４は、電子スチルカメラを示す斜視図である。図４（Ａ）は、この電子スチルカ
メラ５３を正面側から見た斜視図であり、図４（Ｂ）は、この電子スチルカメラ５３を背
面側から見た斜視図である。電子スチルカメラ５３は、正面側に、レンズ５４、ストロボ
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発光用の発光部５５が設けられ、また上端面にシャッターボタン５６が設けられる。また
電子スチルカメラ５３は、背面側にメニュースイッチ５７、表示部５８が設けられる。電
子スチルカメラ５３は、この表示部５８に本発明の構成が適用される。
【００２８】
　また図５は、ノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。このノート型パー
ソナルコンピュータ６１は、本体部６２にキーボード６３等が設けられ、上蓋側に表示部
６４が設けられる。ノート型パーソナルコンピュータ６１は、この表示部６４に本発明の
構成が適用される。
【００２９】
　また図６は、ビデオカメラを示す斜視図である。このビデオカメラ６５は、後方にトリ
ガスイッチ６６が設けられ、前方にレンズ６７が設けられる。また左側に開閉可能に扉６
８が設けられ、この扉６８の内側に表示部６９が設けられる。このビデオカメラ６５は、
この表示部６９に本発明の構成が適用される。
【００３０】
　図７は、図２３との対比により、これらの電子機器に適用される表示装置の構成を示す
平面図及び断面図である。なお以下においては、図２について上述した携帯電話の主の表
示部４６について構成を説明するものの、副の表示部４５、他の電子機器の表示部にあっ
ても、表示部４６と同様に構成される。なおこの図７において、図２３について上述した
表示装置３１と同一の構成は、対応する符号を付して示し、説明を省略する。
【００３１】
　ここでこの表示装置７０には、表示部４６に液晶表示パネル７１が設けられる。ここで
液晶表示パネル７１は、有効画素領域２に外光センサ９が設けられる点を除いて、図２１
について上述した液晶表示パネル１と同一に構成される。またこれに対応してケース３２
の開口３２Ａは、遮光領域３に代えて有効画素領域２に外光センサ９を配置した分だけ、
液晶表示パネル１に比して小さく形成される。これにより表示装置７０は、有効画素領域
２を囲む黒色の縁取りの幅Ｄ１が幅狭に形成される。
【００３２】
　この表示装置７０は、この有効画素領域２に設けられた外光センサ９による光量検出結
果に基づいて、バックライト装置７３に設けられた一次光源７４の発光輝度を輝度調整回
路７２で制御し、表示部４６による表示画面の輝度を制御する。なおこの図１において、
符号７５は導光板を示し、また一次光源７４は、例えば発光ダイオード、冷陰極線管等に
より構成される。バックライト装置７３は、この一次光源７４から出射された照明光を導
光板７５の端面から導光板７５に入射して内部伝搬し、導光板７５の液晶表示パネル７１
側面である出射面から出射する。
【００３３】
　なおこの図１では、いわゆるエッジライト式のバックライト装置を使用する場合が示さ
れているが、いわゆる直射式のバックライト装置を使用する場合等にも広く適用すること
ができる。なお直射式のバックライト装置を適用する場合にあって、一次光源を複数の発
光素子で構成する場合には、発光素子毎に、さらには発光素子の所定個数毎に外光センサ
９を設けるようにし、発光素子毎に、又はこの複数個の発光素子毎に、発光光量を調整す
るようにしてもよい。
【００３４】
　またこの図７では、有効画素領域２に１つの外光センサ９を設ける場合を示しているも
のの、表示装置７０は、有効画素領域２の離散した部位にそれぞれ外光センサ９が設けら
れ、これにより有効画素領域２には複数の外光センサ９が設けられる。なお離散した部位
への配置に代えて、特定の部位に複数の外光センサ９をまとめて配置してもよい。表示装
置７０は、この複数の外光センサ９の出力信号を加算して処理することにより、外光受光
結果のＳＮ比、信号レベルの向上が図られる。なおこの場合、この複数の外光センサ９の
出力信号を単純加算して処理してもよく、また外光センサ９を配置した部位に応じた重み
付け係数により重み付け加算して処理してもよい。なお実用上十分なＳＮ比、信号レベル
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を確保できる場合等には、外光センサ９を１つだけ設けるようにしてもよい。
【００３５】
　（１－２）色相補正機構（図１）
　ところで図７に示すように、有効画素領域２に外光センサ９を設けると、外光センサ９
を配置したサブ画素で開口の面積（開口率）が低下し、輝度値が不足することになる。そ
の結果、当該サブ画素により構成されるカラー画像の１画素で色相が変化し、この液晶表
示パネル７１では画質が劣化することになる。そこでこの実施例の液晶表示装置７０は、
外光センサ９を配置したことによる局所的な色相の変化を補正する色相補正機構が設けら
れる。
【００３６】
　ここで図１は、図２２との対比により、この実施例の液晶表示装置７０に適用される色
相補正機構の説明に供する平面図及び断面図である。この実施例において、外光センサ９
は、緑色のサブ画素ＰＸＧに配置され、この緑色のサブ画素ＰＸＧに配置された緑色のカ
ラーフィルタＣＦＧを介して外光を受光する。ここで人間の視感度特性は、赤色及び青色
に比して、緑色が最も優れている特徴がある。これによりこの液晶表示装置７０は、人間
の視感度特性が最も優れた波長帯域で外光を受光し、輝度調整の精度を向上する。なお実
用上十分な精度で輝度調整することができる場合には、緑色のサブ画素に代えて、又は緑
色のサブ画素に加えて、赤色及び又は青色のサブ画素に外光センサを配置してもよい。
【００３７】
　従ってこの液晶表示装置７０では、この外光センサ９を配置した緑色のサブ画素ＰＸＧ
の輝度値が、この緑色のサブ画素ＰＸＧと共にカラー画像の１画素を構成する赤色及び青
色のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢに比して低下し、画質が劣化することになる。そこでこの
液晶表示装置７０では、これら赤色及び青色のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢに、開口を制限
する開口制限機構７７が設けられ、この開口制限機構７７により色相補正機構が構成され
る。
【００３８】
　より具体的に、この実施例では、遮光領域３を形成する遮光膜１２を用いて、赤色及び
青色のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢに遮光部７９Ｒ及び７９Ｂが形成され、この遮光部７９
Ｒ及び７９Ｂにより外光センサ９を配置した緑色のサブ画素ＰＸＧと、赤色及び青色のサ
ブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢとで開口部の面積（開口率）が同一となるように設定される。こ
れによりこの実施例では、遮光部７９Ｒ及び７９Ｂにより開口制限機構７７が構成される
。
【００３９】
　すなわちこの図１の例において、赤色のサブ画素ＰＸＲは、外光センサ９を配置して緑
色のサブ画素ＰＸＧで減少する開口の面積と等しい面積により遮光部７９Ｒが形成される
。また青色のサブ画素ＰＸＲは、外光センサ９を配置して緑色のサブ画素ＰＸＧで減少す
る開口の面積から、外光センサ９の配線により減少する開口の面積を減算した面積により
遮光部７９Ｒが形成される。
【００４０】
　なお遮光部７９Ｒ及び７９Ｂは、液晶表示パネルからの出射光を局所的に遮光するもの
の、具体的には、これら赤色及び青色のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢの開口を遮光して制限
する構成であれば足りる。従って遮光膜１２を用いて遮光部７９Ｒ及び７９Ｂを作成する
代わりに、例えばノーマリーブラックの液晶表示パネルにおいて、局所的に画素電極の駆
動を停止するように構成し、これにより遮光部７９Ｒ及び７９Ｂを形成する場合等、液晶
表示パネルからの出射光を局所的に遮光する種々の構成を広く適用することができる。
【００４１】
  （２）実施例の動作
　以上の構成において、この表示装置７０（図７）では、輝度調整回路７２によりバック
ライト装置７３の一次光源７４が駆動され、この一次光源７４から出射される光が導光板
７５を介して液晶表示パネル７１に供給される。液晶表示パネル７１では、画像データ等
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に応じて各画素の階調が設定され、バックライト装置７３から各画素に供給される光がこ
の各画素に設定された階調に応じて空間変調され、これにより所望の画像を表示すること
ができる。
【００４２】
　表示装置７０では、この液晶表示パネル７１に入射する外光の光量が外光センサ９で検
出され、この検出結果がセンサ用回路１４で処理されて輝度調整回路７２に入力される。
また輝度調整回路７２では、この外光センサ９による光量検出結果に基づいて、外光の光
量が大きくなって有効画素領域２に形成される表示画面が見難くなると、例えば外光の光
量に比例するように一次光源７４の発光輝度が増大して表示画面の輝度が増大し、これに
より外光の光量が大きくなった場合でも、十分な視認性を確保することができる。また不
必要に大きな光量で一次光源７４を発光させないで済むことにより、電力消費を低減する
ことができる。
【００４３】
　しかしながら従来の表示装置のように（図２１、図２３参照）、遮光領域３に外光セン
サ９を配置したのでは、ケース３２の開口３２Ａを大きくして外光センサ９を遮らないよ
うにすることが必要になる。その結果、有効画素領域２の周囲に形成される遮光領域３に
よる黒い縁取りが幅広になり、表示画面の品位が低下することになる。また開口３２Ａを
小さくしてこの縁取りの幅を幅狭にすると、外光センサ９に入射する外光が損なわれ、正
確に外光の光量を検出できなくなる。その結果、表示装置では、精度良く輝度調整するこ
とが困難になる。また組み立て精度も求められることになり、簡易に表示装置を作成でき
なくなる。
【００４４】
　そこでこの実施例では、遮光領域３に代えて、有効画素領域２に外光センサ９が設けら
れる（図７）。ここで遮光領域３に代えて有効画素領域２に外光センサ９を設ける場合に
は、その分、ケース３２の開口３２Ａを小型化して、表示画面における黒い縁取りを幅狭
とすることができ、表示画面の品位を向上することができる。また黒い縁取りを幅狭とし
ても、外光センサ９への外光の入射を損なわないようにすることができ、正確に外光の光
量を検出することができる。従って組み立て精度を向上しなくても、従来に比して輝度調
整の精度を向上することができる。これによりこの実施例によれば、従来に比して簡易か
つ精度良く輝度調整することができる。
【００４５】
　またこの実施例では、有効画素領域２に設けられた緑色のサブ画素ＰＸＧに外光センサ
９が設けられ（図１）、緑色カラーフィルタＣＦＧを介して外光センサ９で外光を受光す
る。ここで緑色のサブ画素ＰＸＧの波長帯域は、人間の視覚特性において、最も感度の優
れた波長帯域である。これによりこの表示装置７０では、人間の視覚特性に則して輝度調
整することができ、これによっても従来に比して輝度調整の精度を向上することができる
。
【００４６】
　またこのように有効画素領域２に外光センサ９を設ける場合には、遮光領域３に外光セ
ンサ９を設ける場合に比して、外光センサ９を配置する場所の自由度を格段的に向上する
ことができる。これにより例えばケースからの散乱光、ユーザー操作による遮光等の、外
光センサ９の配置位置による各種の障害を回避して、確実に外光を検出することができる
。
【００４７】
　なおこのように有効画素領域２に外光センサ９を配置する場合には、この外光センサ９
が視認されてしまう恐れもある。しかしながら外光センサ９を複数個設け、この複数の外
光センサ９の出力信号を加算処理してＳＮ比、信号レベルを向上することにより、表示画
面上で視認困難に各外光センサ９を小型に作成して外光センサ９を視認できないようにす
ることができる。
【００４８】
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　しかしながらこのように有効画素領域２に設けられた緑色のサブ画素ＰＸＧに外光セン
サ９を配置すると、当該サブ画素ＰＸＧで開口の面積（開口率）が低下し、この開口の面
積（開口率）の低下に比例して輝度値が低下することになる。その結果、この外光センサ
９を配置した緑色のサブ画素ＰＸＧにより構成されるカラー画像の１画素で色相が変化す
ることになる。この色相の変化は、黒色の画像を表示している場合には、目立たないもの
の、白色の画像を表示している場合に、目立つようになり、画質を劣化させることになる
。
【００４９】
　そこでこの実施例では、液晶表示装置７０に、色相補正機構が設けられ、外光センサ９
を配置して減少した開口率による色相の変化が補正される。これによりこの液晶表示装置
７０では、有効画素領域内に外光光量検出用の外光センサ９を設ける場合にあっても、局
所的な色相の変化を防止して画質の劣化を有効に回避することができる。
【００５０】
　より具体的に、この実施例では、外光センサ９を配置した緑色のサブ画素ＰＸＧと共に
カラー画像の１画素を構成する赤色及び青色のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢに、開口制限機
構７７が設けられ、この開口制限機構７７によりこれら赤色及び青色のサブ画素ＰＸＲ及
びＰＸＢの開口の面積が、外光センサ９を配置したサブ画素ＰＸＧの開口の面積と同一に
設定される。これによりこの液晶表示装置７０では、単に外光センサ９を設けたサブ画素
に対応する他のサブ画素に開口制限機構７７を設けるだけの簡易な構成により、局所的な
色相の変化を防止することができる。
【００５１】
　さらにこの実施例では、遮光領域３を形成する遮光膜１２により、これら赤色及び青色
のサブ画素ＰＸＲ及びＰＸＢに遮光部７９Ｒ及び７９Ｂが作成され、これにより開口制限
機構７７が設けられる。これによりこの液晶表示装置７０では、単に、遮光領域３の作成
に使用するマスクの変更により開口制限機構７７を設けることができ、簡易な構成により
、局所的な色相の変化を防止することができる。
【００５２】
　（３）実施例の効果
　以上の構成によれば、外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を色相補
正機構により補正することにより、有効画素領域内に外光光量検出用の外光センサを設け
る場合にあっても、画質の劣化を有効に回避することができる。
【００５３】
　またさらに外光センサを配置したサブ画素と共にカラー画像の１画素を構成する他のサ
ブ画素に開口制限機構を設け、この開口制限機構により色相補正機構を構成することによ
り、単に外光センサを設けたサブ画素に対応する他のサブ画素に開口制限機構を設けるだ
けの簡易な構成により、局所的な色相の変化を防止することができる。
【００５４】
　またさらに遮光領域を形成する遮光膜により遮光部を作成してこの開口制限機構を作成
することにより、遮光領域の作成に使用するマスクの変更により開口制限機構を設けるこ
とができ、簡易な構成により、局所的な色相の変化を防止することができる。
【実施例２】
【００５５】
　この実施例の液晶表示装置では、有効画素領域の最外周の緑色サブ画素ＰＸＧに外光セ
ンサを配置する。ここで図８（Ａ）に示すように、何ら外光センサ９を配置しない場合、
液晶表示装置では、全てのサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢがほぼ同一の開口率に設定さ
れ、例えば白色を全面で表示した場合には、均一な白色の画面を表示することができる。
【００５６】
　ここで外光センサ９を有効画素領域に配置する場合に、画面中央部に比して画面周辺部
に配置した場合の方が、外光センサ９の配置による違和感を解消することができる。そこ
でこの実施例では、図８（Ｂ）に示すように、センサ用回路に最も近接した部位の緑色サ
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ブ画素ＰＣＧであって、かつ有効画素領域の最外周の垂直方向に連続する複数の緑色画素
ＰＸＧにそれぞれ外光センサ９を配置する。ここでこのように有効画素領域の最外周に外
光センサ９を配置した場合には、この外光センサ９を配置した画素において、色相が変化
することになる。
【００５７】
　そこでこの実施例では、図８（Ｃ）に示すように、この外光センサ９を配置した垂直方
向に連続する複数の緑色サブ画素ＰＸＧに対応する赤色及び青色のサブ画素ＰＸＲ及びＰ
ＸＢにそれぞれ遮光部７９Ｒ及び７９Ｂを設ける。なおこの実施例においても、実用上十
分な精度で輝度調整することができる場合には、緑色のサブ画素に代えて、又は緑色のサ
ブ画素に加えて、赤色及び又は青色のサブ画素に外光センサを配置してもよく、またこの
外光センサの配置に対応するように遮光部を設けるようにしてもよい。
【００５８】
　この実施例のように、有効画素領域の最外周の緑色のサブ画素に外光センサを設けるよ
うにして、これに対応するように遮光部を作成して色相補正機構を設けるようにすれば、
外光センサの配置を一段と目立たないようにして、実施例１と同様の効果を得ることがで
きる。
【実施例３】
【００５９】
　ところで実施例２の構成によれば、外光センサを設けたことによる色相の変化を防止す
ることができるものの、外光センサ及び遮光部を設けた画素で開口率が低下することにな
り、当該画素で輝度値が低下することになる。その結果、実施例２の構成では、図９に示
すように、例えば最外周に幅狭の白枠を表示した場合、外光センサを配置した画素におけ
る輝度値の低下が知覚され、ユーザーに違和感を与えることになる。
【００６０】
　そこでこの実施例では、図１０に示すように、実施例２の構成を前提に、外光センサ９
、遮光部７９Ｒ、７９Ｂが割り当てられていない、有効画素領域の最外周の赤色、緑色及
び青色のサブ画素に、遮光部８０Ｒ、８０Ｇ、８０Ｂを設ける。ここでこれらダミーの遮
光部８０Ｒ、８０Ｇ、８０Ｂは、外光センサ９、遮光部７９Ｒ、７９Ｂを割り当てた画素
と開口の面積（開口率）が等しくなるように、遮光部７９Ｒ、７９Ｂと同一に遮光膜１２
により設けられる。
【００６１】
　これによりこの実施例では、この遮光部８０Ｒ、８０Ｇ、８０Ｂにより、最外周に幅狭
の白枠を表示した場合にあっても、外光センサを配置した画素における輝度値の低下を目
立たなくし、ユーザーの違和感を低減する。
【００６２】
　この実施例のように、有効画素領域の最外周の画素に局所的に外光センサ、遮光部を割
り当てるようにし、外光センサ、遮光部が割り当てられていない有効画素領域の最外周の
画素に遮光部を設けることにより、ユーザーに一段と違和感を与えないようにして、実施
例２と同一の効果を得ることができる。
【実施例４】
【００６３】
　ところで液晶表示装置では、図１１において符号Ｌ１で示すように、画像データにより
指示される階調に応じて、液晶を挟持する画素電極の電圧である画素電圧を設定すること
により、図１２において符号Ｌ２で示すように階調に応じた輝度値を確保する。しかしな
がら外光センサ９を配置して開口の面積が減少すると、液晶表示装置は、符号Ｌ３で示す
ように、開口の面積が低下した分、輝度値が低下することになる。その結果、上述したよ
うに、外光センサ９を配置した画素で局所的に色相が変化することになる。
【００６４】
　そこでこの実施例では、図１１との対比により図１３に示すように、外光センサ９を配
置したサブ画素において、符号Ｌ１で示す特性曲線との対比により符号Ｌ４で示すように
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、他のサブ画素に比して画素電圧を増大させる。これによりこの実施例では、図１２との
対比により図１４において符号Ｌ５で示すように、外光センサ９の配置により低下する輝
度値を増大させ、外光センサ９を配置していない他のサブ画素と同一の輝度値を確保する
。これによりこの実施例の液晶表示装置は、画素電圧を大振幅化して色相補正機構を構成
し、局所的な色相の変化を防止し、画質の劣化を有効に回避する。
【００６５】
　この実施例では、保持容量Ｃｓのゲートカップリングを利用してこの画素電圧を増大さ
せる。すなわち図１５は、この実施例の液晶表示装置を示すブロック図である。この表示
装置９１において、Ｈドライバー９２は、例えばラスタ走査順に入力される画像データＤ
１を順次ラッチすることにより、この画像データＤ１を各信号線ＳＩＧに振り分ける。Ｈ
ドライバー９２は、さらに振り分けた画像データＤ１をそれぞれディジタルアナログ変換
処理し、各信号線ＳＩＧに駆動信号Ｓｓｉｇを出力する。
【００６６】
　Ｖドライバー９３は、このＨドライバー９２による信号線ＳＩＧの駆動に対応してゲー
ト信号Ｓｇａｔａを走査線ＳＣＮ１に出力し、各画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢに設けられ
たトランジスタ８をオンオフ制御する。また保持容量Ｃｓの駆動信号Ｓｃｓを走査線ＳＣ
Ｎ２に出力する。
【００６７】
　画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢは、ゲート信号Ｓｇａｔａによりオンオフ動作するトラン
ジスタ８を介して、液晶セル９４の画素電極、保持容量Ｃｓの一端が信号線ＳＩＧに接続
される。また保持容量Ｃｓの他端が走査線ＳＣＮ２に接続される。
【００６８】
　これにより表示装置９１は、図１６に示すように、ゲート信号Ｓｇａｔａによりトラン
ジスタ８をオン動作させて、対応するサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢの画素電圧ＶＰＸ
Ｒ、ＶＰＸＧ、ＶＰＸＢが、信号線ＳＩＧの電圧に設定される（図１６（Ａ）、（Ｂ）及
び（Ｄ））。また続いて保持容量Ｃｓの駆動信号Ｓｃｓが立ち上げられ、保持容量Ｃｓに
よるゲートカップリングによりサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢの画素電圧ＶＰＸＲ、Ｖ
ＰＸＧ、ＶＰＸＢが設定される（図１６（Ｃ）及び（Ｄ））。
【００６９】
　この液晶表示装置９１では、保持容量Ｃｓの電極面積の設定により、外光センサ９を配
置したサブ画素ＰＸＧの保持容量Ｃｓが、他のサブ画素の保持容量Ｃｓに比して大容量に
より作成される。これによりこの表示装置９１は、外光センサ９を配置したサブ画素ＰＸ
Ｇの画素電圧ＶＰＸＧを、他のサブ画素ＰＸＲ、ＰＸＢの画素電圧ＶＰＸＲ、ＶＰＸＢに
比して大振幅化し、外光センサ９を配置して低下する開口率による輝度値の低下を補正す
る。これによりこの実施例では、保持容量Ｃｓの大容量化により色相補正機構を構成し、
外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を補正する。
【００７０】
　この実施例によれば、画素電圧大振幅化により色相補正機構を構成するようにしても、
外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を防止することができる。またこ
の場合、外光センサを配置したサブ画素により構成されるカラー画像の１画素において、
輝度値の低下が発生しないことにより、一段と高画質により画像表示することができる。
【００７１】
　より具体的には、保持容量Ｃｓの大容量化により色相補正機構を構成することにより、
簡易な構成により外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を防止し、高画
質により画像表示することができる。
【実施例５】
【００７２】
　図１７は、本発明の実施例５の液晶表示装置を示すブロック図である。この表示装置９
６は、実施例４について上述した保持容量Ｃｓの大容量化に代えて、信号線ＳＩＧに出力
する駆動信号の大振幅化により、色相補正機構を構成する。なおこの図１７の表示装置９
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６において、図１５の表示装置９１と同一の構成は、同一の符号を付して示し、重複した
説明は省略する。
【００７３】
　すなわちこの表示装置９６において、メモリ９７は、画像データＤ１のバッファメモリ
であり、アドレスカウンタ９８によるアドレス制御により順次入力される画像データＤ１
を格納し、また格納した画像データＤ１を順次出力する。アドレスデコーダ９９は、この
アドレスカウンタ９８によるメモリ９７のアドレスをデコードすることにより、外光セン
サ９が配置されたサブ画素ＰＸＧへの画像データＤ１がメモリ９７から出力されるタイミ
ングを検出する。選択回路１００は、このアドレスデコーダ９９で検出されるタイミング
を基準にして、ディジタルアナログ変換処理用の基準電圧Ｒｅｆ１、Ｒｅｆ２を切り換え
て出力する。
【００７４】
　Ｈドライバー１０１は、メモリ９７から出力される画像データＤ１をラッチ回路（Ｒ）
１０２で順次ラッチし、画像データＤ１を対応する信号線ＳＩＧに振り分ける。Ｈドライ
バー１０１は、基準電圧生成部１０３において、選択回路１００から出力される基準電圧
Ｒｅｆ１又はＲｅｆ２を抵抗分圧し、画像データＤ１により指示される各階調にそれぞれ
対応する基準電圧Ｖ０～Ｖ６３を生成する。Ｈドライバー１０１は、それぞれセレクタ１
０４において、各信号線ＳＩＧに振り分けた画像データＤ１によりこの基準電圧Ｖ０～Ｖ
６３を選択し、これにより各画像データＤ１をディジタルアナログ変換処理する。Ｈドラ
イバー１０１は、セレクタ１０４の出力信号ＳｓｉｇＲ、ＳｓｉｇＧ、ＳｓｉｇＢを各信
号線ＳＩＧに出力する。
【００７５】
　これにより図１８に示すように、表示装置９６は、ゲート信号Ｓｇａｔａによる制御に
より、セレクタ１０４の出力信号ＳｓｉｇＲ、ＳｓｉｇＧ、ＳｓｉｇＢに対応するサブ画
素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢに設定した後、保持容量Ｃｓによるゲートカップリングにより
サブ画素ＰＸＲ、ＰＸＧ、ＰＸＢの画素電極が所定の画素電圧ＶＰＸＲ、ＶＰＸＧ、ＶＰ
ＸＢに設定される（図１８（Ａ）～（Ｄ））。
【００７６】
　表示装置９６は、選択回路１００における基準電圧Ｒｅｆ１、Ｒｅｆ２の切り換えによ
り、外光センサ９を配置したサブ画素ＰＸＧと、外光センサ９を配置していないサブ画素
ＰＸＲ、ＰＸＢとで、ディジタルアナログ変換処理用の基準電圧が切り換えられ、外光セ
ンサ９を配置したサブ画素ＰＸＧでは、外光センサ９を配置していないサブ画素ＰＸＲ、
ＰＸＢに比して、信号線ＳＩＧの駆動信号ＳｓｉｇＧが大振幅により作成される。
【００７７】
　これにより表示装置９６は、外光センサ９を配置したサブ画素の画素電圧ＶＰＸＧを、
他のサブ画素の画素電圧ＶＰＸＲ、ＶＰＸＢに比して大振幅化し、外光センサ９を配置し
て低下する開口率による輝度値の低下を補正する。これによりこの実施例では、信号線の
駆動信号の大振幅化により、より具体的にはディジタルアナログ変換処理用の基準電圧の
切り換えにより、色相補正機構を構成し、外光センサを配置して減少した開口率による色
相の変化を補正する。
【００７８】
　この実施例によれば、信号線の駆動信号の大振幅化により色相補正機構を構成するよう
にしても、外光センサを配置して減少した開口率による色相の変化を防止することができ
る。またこの場合、外光センサを配置したサブ画素により構成されるカラー画像の１画素
において、輝度値の低下が発生しないことにより、一段と高画質により画像表示すること
ができる。
【００７９】
　より具体的には、ディジタルアナログ変換処理用の基準電圧の切り換えにより色相補正
機構を構成することにより、簡易な構成により外光センサを配置して減少した開口率によ
る色相の変化を防止し、高画質により画像表示することができる。
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【実施例６】
【００８０】
　図１９は、本発明の実施例６の液晶表示装置の説明に供する略線図である。この表示装
置１０６は、Ｈドライバー１０７にデータドライバー１０８が設けられる。ここでデータ
ドライバー１０８は、図１８について上述したラッチ回路１０２、基準電圧生成部１０３
、セレクタ１０４を一体に集積した集積回路であり、半導体製造プロセスにより作成され
る。データドライバー１０８は、信号線ＳＩＧ毎に生成した駆動信号を時分割多重化して
出力することにより、この図１９の例では、信号線ＳＩＧの数に比して出力端子数が１／
６に低減されて作成される。データドライバー１０８は、実施例５について上述した手法
により、外光センサ９が配置されたサブ画素の駆動信号については、大振幅により作成す
る。なおこの図１９において、各信号線ＳＩＧに信号線を駆動する駆動信号の振幅を模式
的に示す。
【００８１】
　この表示装置１０６は、このデータドライバー１０８がＴＦＴ基板５（図１参照）に実
装され、データドライバー１０８の出力端子数を低減した分、この実装作業が簡略化され
る。表示装置１０６は、このデータドライバー１０８から出力される駆動信号を、ＴＦＴ
基板５上に作成されたセレクタ１０９により対応する信号線ＳＩＧに振り分けて出力する
。
【００８２】
　この実施例のように、複数の信号線を時分割により駆動する場合でも、実施例５と同一
の効果を得ることができる。
【実施例７】
【００８３】
　なお上述の実施例では、外光センサのみを設ける場合について述べたが、本発明はこれ
に限らず、補正用センサを併せて配置する場合にも広く適用することができる。なおこの
場合、図２２について上述したと同様に遮光領域に補正用センサを配置してもよく、外光
センサと同様に有効画素領域に配置してもよい。また有効画素領域に補正用センサを配置
する場合には、外光センサ９を配置した画素に配置してもよく、また外光センサ９を配置
した画素の隣接画素又は近傍画素に補正用センサを配置してもよい。また外光センサの複
数個に対して補正用センサを１個配置してもよい。なお補正用センサを有効画素領域に設
ける場合には、外光センサを配置した場合と同様に、この補正用センサを配置して開口の
面積が減少することになる。従ってこの場合、上述の各実施例と同様にして局所的な色相
の変化を補正して画質劣化を防止することができる。
【００８４】
　なお補正用センサは、外光を入射する必要が無い。従って補正用センサを反射型液晶の
有効画素領域に設ける場合にあっては、反射電極の機能を何ら損なわないように、反射電
極の下層（ＴＦＴ基板６の絶縁基板１０側（図２１））に補正用センサを設けることがで
きる。従ってこの場合は、補正用センサを有効画素領域に設けるようにしても、補正用セ
ンサを配置した画素においては、開口の面積は低下しないことになる。従ってこの場合は
、補正用センサの配置に対して色相補正機構の配置を要しないことになる。
【実施例８】
【００８５】
　なお上述の実施例５においては、ディジタルアナログ変換用の基準電圧の切り換えによ
り、信号線の駆動信号を大振幅化する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例
えば画像データの階調を補正して信号線の駆動信号を大振幅化する場合等、種々の手法を
広く適用することができる。
【００８６】
　また上述の実施例では、１つの外光センサを１つのサブ画素に設ける場合について述べ
たが、本発明はこれに限らず、１つの外光センサを複数のサブ画素に分割して設ける場合
にも広く適用することができる。なおこの場合、この１つの外光センサを割り当てた複数
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のサブ画素間では、上述の色相補正機構を適用して例えば開口の面積が等しくなるように
設定することになる。またこの１つの外光センサを割り当てた複数のサブ画素との間で、
カラー画像の１画素を構成する他のサブ画素にあっては、同様に、上述の色相補正機構を
適用して例えば開口の面積がこれら複数のサブ画素と等しくなるように設定することにな
る。
【００８７】
　また上述の実施例では、外光センサを離散的に配置する場合、さらにはまとめて配置す
る場合について述べたが、本発明はこれに限らず、有効画素領域の最外周、有効画素領域
の所定領域、又は有効画素領域の全面に、一定のピッチで外光センサを配置する場合にも
広く適用することができる。なおこの一定のピッチは、例えば１画素ピッチ、複数画素ピ
ッチである。
【００８８】
　なおこの場合、外光センサを配置した画素と、外光センサを配置していない画素とが所
定周期で繰り返され、実施例３（図９）について上述したと同様に、外光センサを配置し
た画素における輝度値の低下が目立つ場合も予測される。従ってこの場合、実施例３につ
いて上述したと同様に、この繰り返しにおける外光センサを配置していない画素に、ダミ
ーの遮光部を設け、外光センサを配置した画素における輝度値の低下を目立たないように
することができる。このようにすればユーザーの違和感を低減することができる。なおこ
のようにダミーの遮光部を設ける場合に、この一定のピッチが複数画素ピッチである場合
、外光センサを設けた画素から遠ざかるに従ってダミーの遮光部の面積を徐々に小さくす
るようにしてもよい。このようにすれば、画面全体における輝度値の低下を低減すること
ができる。
【００８９】
　また上述の実施例３では、外光センサを配置していない最外周の画素にダミーの遮光部
を設け、細長い白枠を表示した場合の違和感を解消する場合について述べたが、本発明は
これに限らず、この最外周から画面中央に向かって遠ざかるに従って徐々に面積を低減し
て遮光部を設けるようにしてもよい。このようにすれば、最外周の画素に外光センサ、遮
光部、ダミーの遮光部を設けたことによる輝度値の低下を目立たなくすることができる。
【００９０】
　また上述の実施例では、輝度調整用の外光検出結果を取得することを目的に、外光セン
サを有効画素領域に配置する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えばタッ
チパネル付きの液晶表示装置を構成する目的で、外光センサを有効画素領域に配置する場
合等にも広く適用することができる。すなわちタッチパネル付きの液晶表示装置は、垂直
方向及び水平方向に所定画素ピッチで、所定のサブ画素に外光センサが設けられ、透過型
液晶では、指等により反射される液晶セルからの出射光を外光として外光センサで受光す
る。また有効画素領域に設けられた複数の外光センサの出力信号を処理することにより、
外光光量の増大した外光センサで検出し、これによりユーザーがタッチした部位を検出す
る。また反射型液晶では、これとは逆に、指等による遮光を外光センサで検出し、ユーザ
ーがタッチした部位を検出する。このように種々の目的で外光センサを有効画素領域に配
置する表示装置に適用しても、上述の実施例と同様の効果を得ることができる。
【００９１】
　また上述の実施例においては、本発明を液晶表示パネルに適用する場合について述べた
が、本発明はこれに限らず、例えば有機ＥＬ素子等の各種自発光型表示パネル等にも広く
適用することができる。なおこの場合、バックライト装置の光量に代えて、各画素の発光
輝度を制御して輝度調整することになる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明は、表示装置及び表示装置の輝度調整方法に関し、例えば液晶表示装置に適用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００９３】
【図１】本発明の実施例１の液晶表示装置における詳細構成を示す平面図である。
【図２】図１の表示装置の一例を示す平面図である。
【図３】図１の表示装置の他の例を示す斜視図である。
【図４】図１の表示装置の図３とは異なる他の例を示す斜視図である。
【図５】図１の表示装置の図３及び図４とは異なる他の例を示す斜視図である。
【図６】図１の表示装置の図３～図５とは異なる他の例を示す斜視図である。
【図７】図１の表示装置に適用される液晶表示パネルの平面図及び断面図である。
【図８】本発明の実施例２の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルを示す平面図であ
る。
【図９】本発明の実施例３の液晶表示装置に係る白枠表示の説明に供する平面図である。
【図１０】本発明の実施例３の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルを示す平面図で
ある。
【図１１】通常の画素における階調と画素電位との関係を示す特性曲線図である。
【図１２】外光センサの配置による輝度値の低下の説明に供する特性曲線図である。
【図１３】外光センサの配置による輝度値低下の補正の説明に供する特性曲線図である。
【図１４】図１３の輝度値の補正と階調との関係の説明に供する特性曲線図である。
【図１５】本発明の実施例４の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルを示す接続図で
ある。
【図１６】図１５の液晶表示パネルの説明に供するタイムチャートである。
【図１７】本発明の実施例５の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルを示す接続図で
ある。
【図１８】図１７の液晶表示パネルの説明に供するタイムチャートである。
【図１９】本発明の実施例６の液晶表示装置に適用される液晶表示パネルの説明に供する
略線図である。
【図２０】従来の液晶表示パネルの説明に供する平面図である。
【図２１】図２０の液晶表示パネルを詳細に示す平面図及び断面図である。
【図２２】従来の液晶表示パネルの他の例を詳細に示す平面図及び断面図である。
【図２３】液晶表示パネルの配置の説明に供する平面図及び断面図である。
【図２４】外光センサを有効画素領域に配置した場合の説明に供する平面図である。
【符号の説明】
【００９４】
　１、２１、３２、７１……液晶表示パネル、２……有効画素領域、３……遮光領域ＡＲ
……ＴＦＴ基板、６……ＣＦ基板、７……液晶、９……外光センサ、９Ａ……補正用セン
サ、１２……遮光膜、１２Ａ、３２Ａ……開口、１４、２４……センサ用回路、３１、９
１、９６、１０６……表示装置、４５、４６、５２、５８、６４、６９……表示部、７２
……輝度調整回路、７３……バックライト装置
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